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　この表彰は、地方自治法施行 70周年を記念し、自らの
創意工夫により、優れた施策を実施し、地方自治の充実発
展に寄与した市町村を表彰するもので、県内では八代市、
熊本市、宇城市、西原村、五木村が表彰されました。

　この表彰は、災害時における人命救助や被害の拡大防止な
どの防災活動の功績が顕著であると認められる団体または個
人を表彰するもので熊本地震などでの功労が認められました。

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

八
代
市
消
防
団
の
功
績

　
平
成
28
年
４
月
14
日
か
ら
の
一
連
の
熊
本
地
震
で

は
、29
日
間
に
わ
た
り
延
べ
４
３
９
３
人
が
出
動
し
、

消
火
活
動
、
住
民
の
安
否
確
認
、
避
難
誘
導
、
交
通

誘
導
、
情
報
収
集
・
連
絡
調
整
、
危
険
区
域
の
巡
視
・

警
戒
活
動
、
地
域
巡
回
（
防
犯
な
ど
）、
戸
別
訪
問
、

避
難
所
運
営
支
援
と
が
れ
き
撤
去
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
断
続
的
に
余
震
が
発
生
す
る
中
で
の
活
動
は
、
身

体
的
負
担
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
負
担
も
非
常
に

大
き
い
も
の
で
し
た
が
、
発
災
当
初
の
被
害
状
況
の

把
握
、
そ
の
後
の
被
害
の
軽
減
と
市
民
生
活
の
復
旧

に
対
し
て
多
大
な
る
貢
献
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
６
月
と
７
月
の
大
雨
や
９
月
と

10
月
の
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
つ
い
て
も
延
べ

９
３
０
人
が
出
動
し
、
消
防
団
員
と
し
て
災
害
防
御

活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
市
は
陸
・
海
路
の
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
八
代
港
は
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
が
大
幅
に

伸
び
て
お
り
、
観
光
面
で
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
若

年
層
の
市
外
へ
の
流
出
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、「
八
代
市
総
合
戦
略
」
に

基
づ
き
、「
一
般
社
団
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
」
を

設
立
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基

づ
く
観
光
物
産
振
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
市

の
豊
富
な
農
林
水
産
物
や
拠
点
性
を
活
か
し
た
「
県

南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
支
援
す
る
「
一
般
社
団
法
人
八
代
圏
域
雇
用
促

進
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
地
場
企
業
就
職
支
援

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
市
は
地
方
創
生
の
核
と
な
る
事
業
を
近
隣
市
町

村
と
連
携
し
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

市長メッセージ
　今回の表彰の喜びを市民の皆さ
まとともに分かち合いたいと思い
ます。平成 17年 8月の市町村合
併後市域が広がり、それぞれの地
域に魅力ある資源があります。
　今後、本市が発展していくため
にも地域資源を活用した特色ある
まちづくりが必要となります。国
や県とも連携し、さまざまな施策
を実施しますので、皆さまのご協
力をよろしくお願いします。
　　　　八代市長　中村　博生

団長メッセージ
　消防団員 2387 人の熊本地震で
の活動が表彰されたことは、とて
も喜ばしく光栄です。
　災害はいつ発生するかわかりま
せん。今後も消防団の使命である
住民の生命と財産を守るため、消
防資機材の点検や訓練を実施する
とともに、地域の活動にも積極的
に参加することで、地域の防災力
を高めていきたいと思います。
　八代市消防団長　山本　一樹
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